
伊藤の質問

　2月県議会が、2月25日から開会。 伊藤は、本会議

で「一般質問」に。 約1年ぶりの登壇で、県民のみな

さんの温かい気持ちを感じながら、堂 と々質問！

　 この議会活動報告では「避難所などの災害対応」

と「ごみ問題」をお伝えします。
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　伊藤は、奈良県内の全市町村（39）にアンケートを実施。そのう
ち36市町村から回答がありました。 取り上げたのは「トイレ」と
「ペット」の2つの設問です。 
　災害時のトイレ整備は、別表①のように、様々な形があります。
「凝固剤を使う簡易トイレ」のみを選んだ自治体は11あり、
ほとんどが奈良県南部、東部の山間部の村でした。 また、
洋式トイレの確保、し尿のくみ取りや運搬、性被害対策などの
課題も浮き上がりました。

　ペット（犬や猫）を避難所で受け入れることは、伊藤が「公約」で
常に強調してきたことです。 別表②のように、自治体によって、
異なる現状があり、「ある」と回答していても、スペースの確保
など、課題は山積しているようです。

・避難所など奈良県の災害対応

・奈良市中心部などの「ごみ問題」

・台湾からのインバウンド誘客

・県立高校のインクルーシブ入試

本会議の
一般質問の様子は
こちらから

課 題

（複数回答可）
Q 災害時のトイレはどのように整備しているか?

（１）トイレトレーラーなど水洗トイレがある-------------------------6
（２）マンホールなどを活用した災害トイレがある-------------------20
（３）災害発生時に、くみ取り式、水洗式の移動トイレを借りる--------15
（４）凝固剤を使う簡易トイレ---------------------------------------20

※（4）のみ選択した自治体は11。ほとんどが県南部、東部にある山間部の村

・トイレの数、洋式トイレの確保
・し尿のくみ取りや運搬
・衛生管理
・性被害対策　など

！
！
！
！

別表①

課 題

Q ペット（犬、猫）と入ることができる避難所はあるか？

・ペットの飼育場所は・・・（スペースが確保できない）

・同行避難の準備などが周知できていない
・受け入れの判断は施設管理者に一任
・衛生面、ペットのしつけ

！
！
！
！

ある 19　　ない 15　　不明 2

別表②

やっぱり、伊藤！地域課題まっすぐに
２月県議会 一般質問２月県議会 一般質問

県の回答

　県では、避難所の改善のために、国の交付金
を積極的に活用（トイレカー整備など）。 
　配慮が必要な方への対応、女性視点の導入、
ペット同伴のルールづくりなど、避難生活の質の
向上に取り組んでいきたい。

県議会事務局提供

　県と市町村との連携を忘
れずに。 県民の命と暮らし
を守る、県庁内の組織づくり
や体制整備もさらに進めて
ください!

伊藤のワンポイント

災害対応について質問客観的なデータをもとに

取り上げた質問項目
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皆様の声
お寄せください

 　奈良市の新大宮に「つながる駄菓子屋 ふくふく堂」と「つながる食堂 
福々堂」がオープン。 駄菓子屋では、子ども（中学生以下）が1日1回100円
でガチャを回せます。 カプセルに入っている「ふく札（店舗内通貨）」で駄
菓子を買ったり、カレーなどを食べることができるのです！そして、同じ店
舗内の食堂「福々堂」は、ランチや居酒屋メニューが味わえ、売上の一部が
子どもたちに。 伊藤も、運営のお手伝いをしています。 ぜひ一度、訪れて
みてください。　住所：奈良市大宮町3－２－39　電話：0742－94―3751
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　2024年11月11日から13日、奈良県議会・建設委員会の県外視
察で、関東地方を訪れました。 茨城県の国営公園などで、集客、豊
かな心身を育む取り組み、指定管理者の工夫、一体的なまちづくり
などを学びました。 さらに、栃木県宇都宮市では、今の時代にあっ
た路面電車＝LRTに乗車。公共交通のあり方や交流人口の増加な
どについて、担当者から聞きました。
　また、日本最大の遊水池「渡良瀬遊水池」で、住民を洪水から守
る「治水」にも目を向け、3日間の日程を終えました。

　伊藤は月に一度、奈良市中心部の清掃活
動に取り組んでいます。 わずか1時間で、写
真①のように、いくつものごみ袋が一杯にな
ります。 伊藤は、ごみ問題を解決するため、
適切なごみ箱の設置を、県議会で提案して
きました。 今年1月には、奈良県庁の隣にあ
る奈良公園バスターミナルに、最新技術で
ごみを効率的に集める「スマートごみ箱」

（写真②）が設置され
ました。 このような状
況を受けて、奈良県の
ごみ問題のとらえ方
と、「スマートごみ箱」
の実証実験の結果に
ついて聞きました。

県の回答

　実証実験開始1カ月で、燃やせるごみ約
250㎏、ペットボトルなど約150㎏を回収。
さらに、ごみのポイ捨て状況なども調査を実
施。当面の間、実証実験を続け、今後のあり
方を検討したい。

伊藤の質問

　ごみ問題も県と市町村
の連携が重要。 スマート
ごみ箱や、回収コストを加
えたごみ袋の協賛など、民
間とも協力すれば、ごみの
無い美しい奈良県が実現
するはず!

伊藤のワンポイント

2月16日（日）7:30～8:30

写真
②

スマートごみ箱

写真
①

LRTの前にて
建設委員会メンバーら


